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医療法人三ケ田慈愛会Medical Empowerment Station陣屋の里理事長・院長/小児科医・児童精神科医 

⽇本野外教育学会第 25 回⼤会 基調講演 

野野外外教教育育でで広広ががるる子子どどももたたちちのの未未来来 

〜〜診診察察室室をを飛飛びび出出すす医医療療〜〜 
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自己紹介とクリニックの紹介 
皆さんこんにちは。私がこれまで実践してき

たことを元に、何かのヒントになればいいのか

なと思い、お話をさせていただきます。 
まず自己紹介をさせていただきます。私は大

分県大分市の出身で、熊本で医学を学び、大学

時代に、西洋医学だけでなく、東洋医学を、そ

れから居合道とかですね、そういったことを学

びました。 
熊本の思い出として、「武蔵塚道場」という、

宮本武蔵が五輪書を残した映画がありますけ

れども、そのゆかりの地の道場で居合道を学び

ました。そういう縁から、武術とかそういった

ものが好きです。そして、最初に小児科医にな

りましたが、気がついたら児童精神科医になっ

ていました、ということですね。 
二天一流ということで、宮本武蔵が二刀流の

使い手で、今メジャーリーグでは大谷さんが活

躍していますが、この時代は色々な形で二刀流

があるのかなと思います。私は今、医療法人と、

NPO 法人として児童発達支援事業と放課後等
デイサービスをやっています。その代表をさせ

ていただていますが、それに加えて小児科と精

神科の二刀流だったり、先天性の問題の支援、

後天性の問題の支援、発達障害とかの障害を持

っている方や、後天的にトラウマや虐待を受け

てしまった親と子の治療を行なっています。 
親の治療と子どもの治療法、うちにいる心理

士と他のスタッフカウンセラーと色々な形で

連携しながらやっています。そして今回の話に

非常につながることかと思うのですが、治療の

もっと前というか後というか、治療とともに予

防っていうのがすごく大事だなと思っていま

す。東洋医学の考えでは「未病治す」という考

え方があるのですが、「未だ病にならざる状態」

をいかに作っていくか、健康にしていくかとい

うことです。先ほどの開会式の話にもありまし

たが、経験、リアルな体験をぜひ子どもたちに

味わわせてあげたい。その中に、こういう様々

なストレスの多い社会で、災害があり、コロナ

等の広域疫病も流行って、とてもストレスフル

な生活を強いられるその中に、どうやって健康

的な心身を作っていくかという予防を考えて

います。あと、医学と教育の狭間にいるような

感じがしております。西洋医学と東洋医学の二

刀流ということです。 
「知ってしまったものの責任」ということで、

熊本大先輩医師に原田先生という先生がいる

のですが、水俣病とすごく向き合った先生で、

この先生がおっしゃっていた言葉に、「出会っ

た者の責任、見てしまった者の責任、知ってし

まった者の責任」という言葉があります。私も

この世界を知ってしまったというか、私は野外

教育の世界を知ってしまった責任というとこ

ろから、今日の話も始まります。 
マザーテレサが来日した時に、マザーの話を

聞きにきて、マザーの下で奉仕をしたいという

学生に対して、「わざわざカルカッタまで来な
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くてもいいんです。��ー�ー�にも東&にも

�リにもカルカッタにも、そして自分の身Çな

ところに、あなたのHりのカルカッタでJんで

4く人になってくださいね」と言うことをおっ

しゃったようです。 
そこで本eにすごくfÚを受けて、2人的に

�リス�ャンということではないですが、けれ

どもマザーテレサにすごくfÚを受けている

Ì分があります。「rpの精神」という言葉があ

りますが、そこから[しAって医療法人のF前

に5れさせてもらいました。私のフ�ール�が

この野外教育だったり、児童精神科の世界なの

かなと思っています。医療法人 �田rp会の

「rp」はそこから来ています。「�(',&$- 
�.107(2.(/4 �4$4,0/Õ\のÍ」という中に�リ
�ッ�とか病ÔというF前をあえて5れてい

ません。それは県と市��と×分?Áしてこの

ような形にしました。うちの医療�Óを:�す

る方は、やっ�り病Ôだと思いたくない、病人

になりたくない、病気だと思思いたくないとい

うお子さんも中にはたくさんいます。そこで、

/Ö½療7での医療を行う医療�Óではあり

ますが、病Ôでも�リ�ッ�でもない医療�Ó

というものはできないだろうかというように

思って、私たちはAり­んでいます。�いrp

の心を持って、6ての人を人としてZÎしてL

りやn�をxえる親と子の�ン��メントを

行うことを¥的とし、この�ン��メントとい

う言葉を大事に医療行�を行なっています。 
大分医大というのが大分市と�^市の狭間

にあり、まさに{間という地Fで、ß]という

場uに·�があって、今流行りß�の8の「·

はßをWせ(けない」という話がある�たいで、

何かoMがあって作られたのか分かりません

が、うちのß��という地=のこのÕ\という

ところにも·�がきれいに�3されていて、そ

のような�Nの中にあります。�のÕ\の�と

いうÄ地を使って医療を行なっているので、ち

�っと��ですね。先ほどのスライ�にtりま

すが、Dり�があって、
ャン�場が(いてい

る医療�Óっていうのは、多分6世界で見ても

あまりないのではないかと思うので、Dり�と


ャン�場が(いている医療�Óですといっ

た話を皆さんにはしています。 
自�治£を大事にする。もちろんそう言いな

がらも、精神療法それから¶�療法など様々行

っています。うちの�iは精神¶を使う前に、

�方¶などを[し使って�たりすることがあ

ったり、向精神¶を使う場合も、ごく[Ðを使

って、できるだけ[な�に対kしていきたいと

思ってやっています。発達障害、精神¢m、#

¤�、bきこもり、�ット�ー�-Tなどをx

えている子どもと親hさんのYÒ�Óという

ことで支援を行っています。心理士が 	、
Fで
カウンセリングをしたり、O と � が居て、発
達障害のお子さんを中心に療育¼¯等を行っ

ています。それから、神経ª��ササイ�など、

今回の話につながるようなことを§Â師さん

と一®に子どもたちとAり­んでいます。これ

は  � 理ÀというÝに言っていますが、ÞÛ�
リ�ッ�という±V形sでは、病Ôを病人の方

が:�しているわけではなく、�んなステッ�

アッ�するた�に健康になるた�に±しくな

るた�に:�しています。それとEじような、

精神科的な�アができる医療�Óが作れない

かなと、£しのÍ、�治場のような心の±V形

s外科のようなものを¥yして、日QAり­ん

でいます。 
 

&�*�����:��	���と 
これは[し前ですが、)I 	aの#¤�児の

~になります。小学�中学�と �� � 
 >人で
す。6体の児童生gの 	�がお+�しているわ
けです。それも#¤�というvいになっていま

す。Ñ��`者は �� �人です。今のところ«
	��人のお子さんがお+�しています。小学生
が 
 � 
 >人で、中学生が �
 �人お+�して
います。これを見て�るとわかりますが、Ça

O加の一�をÆって、a々Oえています。 
この中には、コロナを回Ëするた�のÑ�+
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�を行っているお子さん、コロナのfÚを受け

ているお子さんが5っていますけど、	 �人c
そういうfÚを受けている�ラスアルフ
ー

のお子さんがいますが、それにしてもOえてい

る�状があります。そして、学a9に見ると、

こうa々Oえていて、これが何を�¾っている

か分かりませんが、私の}�としたら、問題が

º�せずにどんどん!©�して行っているの

かなと、È加È加でØだるま式にa々大きくな

っていて、中学 
a生になると受験とかがある
のでÜdらなきゃいけないのかなということ

で一時的に学�に行くようになるんじゃない

のかなと思いますが、やっ�り中二病、中 	と
いう時�っていうのはそういう時�なのかな

という�うに見てAれます。 
#¤�の¸Kですが、どのようなものが原K

としてzげられているかというと、�気;#U

というのが一¡大きいです。ここにfÚしてい

うのが、今日のお話するテーマであるトラウマ

やいじ�、そして�ッ��ー�-Tといったも

のなのかなと思います。後は生活リ��が%れ

たり、様々な人間Ó.の問題、そして親子の問

題、学業の#0等が#¤�になる¸Kになって

いるようです。どのような�Óで�アを受けて

いるのかということでは、学�外の教育�Óで、

,えば外Ìにある�Óにかかっている子ども

さんが 
����です。そしてÉにどこでも¦¿を
受けていない方が 
��もいるわけです。そのた
�、ここ�のア�ロー�をどのようにしていけ

ばいいのか、Êw´がすごくj¸になるし、そ

のÊw´も本eにこう子どもたちが:�した

り、/Â者が:�したい気持ちになるような¦

¿�Ó、援<�Óが#B�なのかなと思います。 
ス�ールトラウマということで、[しお話し

ますが、学�の様々な場Ùでトラウマは生じま

す。子どもたちE士の人間Ó.、!¬生や下¬

生、あるいはE¬生の問題やいじ�からかい、

�;、lずかしい思いをするなどです。それか

ら先生とのÓ.、体°を受けたとか�;を|る

われたとか、�んなの前でC責されたとか、あ

るいはいじ�や体°の¥撃ということもトラ

ウマになる場合があります。そして運動会とか、

様々な活動に参加すること�のL難もありま

す。,えばすごく体格のいいお子さんは、本e

に走るだけでもすごく大変で、�んなに笑われ

てしまい、あまりいいことを経験しません。そ

ういうところに参加したくない、あるいは参加

したことによる様々な弊害、そういう学習活動、

それそれがあるから体育に出たくないとか、挫

折感にl、そして、集会、運動会、文化祭など

の行事に強制的に参加しなくてはいけないな

どの問題もあります。学�といっても、地域の

お子さんが�んな行くた�、生活の格差がどう

しても出てしまう場合があります。Þ�生ぐら

いになると、その辺がÉに言うと、=9された

状態で進んでいくので大きな問題にはならな

いこともありますが、小中学�では貧L家庭や

児童養Â施設等の問題があるのかなと思いま

す。弁e開いたら園の子たちはEじ弁eだから、

男の子と女の子がたまたまEじ�ラスにいた

ら、お前たち(き合ってるのかといった感じで、

冷やかされて。いじ�られる。その弁eを食べ

たくないと言ったら、園の先生から怒られると

いった、何がトラウマになるのかストレスにな

るのか本eに分からないくらい、様々な原Kが

あります。そして5学転�、転�そして�ラス

替えといったものが、トラウマのトリガーにな

り得るということです。いじ�というトラウマ

が子どもに与えるfÚは、感情Ùに認知Ù、行

動Ùの様々なfÚがあります。本eはこれ �2
� 2を話した方がいいのかもしれませんが、今
日の¥的はそこではないので配^資料の中に

[しありますので、そういう感情Ùに認知Ù、

行動Ùに様々なfÚが出てきますよと言うに

とど�ておきます。 
そして新型コロナウイルスに伴う学�生活

�のfÚです。感染による¤�禁止、濃厚接触

者ということ�のことでの¤�禁止。そして、

+�癖がついてしまい、+むこと�の罪悪感が

低下してしまうといった、様々なルーテ�ンの
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変化もあります。対Ùでの行事が[しずつ\活

してきていますが、未だに#学w行がU�にな

ったり、行事が変わってしまったりなど、一¾

性がない、±ち�かない日常がそこにT@して

しまいます。先生や5達とのつながりがCわれ

てしまい、そしてウイルス感染に§む#Uがあ

ります。�ンラインl業がO加して体;が±ち

てくる。さらに自¥生活がもたらしてしまう�

ット�ー�-T�もすごくOえて、うちの医療

�Óにもたくさんのお子さんが児童¦¿u等

から紹介してきています。他に�し�がないと

いうのもfÚです。 
その#¤�bきこもりの子どもたちがする

ことといえば、もちろん�ット�ー�です。 
�ット�ー�-Tの子どもたちがどのぐら

いいるのかというと、[し前の¸~¦zになり

ますが、	���aの厚生-4�の� �が出して
いる中Þ生のデータとして、�
 �人、6体の
���の中Þ生のお子さんが、�ット�ー�-T
の�いがあります。この状�の後に、コロナが

来ているわけなので、�実に ����人をÄえて
いるのではないかと思います。さらに言うと小

学生のÚ域では、その時代から�ット�ー�-

T�は予3Åがたくさんいます。 
子どもたちというのが、その親hさんもこう

いう状�の中でN-がUJしないので、生活が

ÍÊしている、という中で仕事をなんとかしな

ければならない。子どもに�うことができない。

そのような中で、子どもたちにも携Rを与えて

しまい、それに子Iをしてもらうという弊害と

して、子どもたちに-TがOえているように感

じています。®が�イジャッ�されているので

はないかと思える状�になってきています。ス

マ�がこども自体をコントロールしていとい

う、子どもはもうスマ�にqられるように、y

Ãきたらおはようと言う前に�タンをiして

しまう。ルールなんてIれないです。なぜなら

自分より!!にスマ�があるわけですから、自

分で自分をコントロールできないです。この中

での大人のX,というのは、コントロールして

一生e;やるというよりも、子どもの中にある

<と悪というか、自分の中の¯心�¯»を育て

ていく、�い自分、自分自身を自己¸�しない

といけないなというその「自分」を、お子さん

が育てていくた�の援<をしていかないとい

けないのかなと思います。 
さて、�は-T�です。�ット�ー�-T�

の-Tって何なのかということを[しだけ皆

さんと考えて�たいと思います。-T�とはあ

る�Áの使�やある行�を制hして止�るこ

とができなくなる、制hL難になるまでやりす

�てしまうということです。止�られなくなる

ことで生活に支障をきたすことがあります。¤

1に言うと、あることがコントロールできなく

なることです。'(1(/'(/&(�-T� 、$'',&4,0/�>
癖�という考え方がありますが、-Tというのは
どういうものかというと、�Á-Tとか行動>

癖が8まれています。 
�Á-Tは、よく聞くアルコール¶�です。

そういったものタ�コもそうかもしれません

が、精神的にこれがないとLるという�外に、

身体的な-Tがあります。禁t�状という言葉

を聞いたことがあると思いますが、�ければ�

いですごく±ち�かなくなって、oりす�てし

まった後にÛ�などの身体�状などが出る等、

色々あります。その行動*�というのは、イン

ター�ット、	ャン�ル、¿い�、性行動ある

いは、人-Tとかもよく言われます。他者�の

-Tなどもです。そういったものも、精神的に

これがないとLる�たいな行動の*�になっ

ています。-Tというものは、このようなもの

です。 
ここで皆さんにち�っと考えていただきた

いのは、-Tの6対って何なんでし�うという

ことです。-Tの6対をc%することで、�ッ

ト�ー�-Tからhけることができるかもし

れません。本来ならここで[し皆さんに時間を

Aって考えていただこうかと思ったのですが、

時間のÓ.で先を_ぐとしたら、この-Tは、

È書的には、-Tの6対は自¡である、�¡で
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ある。�かにそうです。そこにÜり(っていな

いからです。しかし、先ほどの�ット�ー�-

Tはなのかなと考えて�た時に、-Tという言

葉は色々なところで使われて、いろんなo味を

持っている言葉です。この1なる自¡、�¡っ

ていうのはち�っとÏI感があります。私たち

が今Aり!げている-T�の中の-Tの6対

$にあるものを、ち�っと皆さんで考えて�ま

し�う。-T�っていうのは、H¡の病だとい

う言葉があります。�外では $'',&4,0/、中�で
すがその6対¾として、&0//(&4,0/ という言葉
があります。つながりを=CしたH¡病、それ

が-T�。-T�m者にはつながりがj¸とい

う認»が広がっています。-Tということを考

えたときに、「これしかない」、�¡していない

その何かに-Tしているということの6対を

考えたら、�ット�ー�ばかりしているのが¯

くないと考えたときに、今回の学会のテーマで

ある「多様性」というのは-Tの6対$にある

ものなのではないのかなと思ったりします。¼

かさであり、}Æであり、そこにとらわれてい

ない開放があって、自�でつながりがあって、

コ��
�ンがあって、そして一®に&にいる、

Wり�っている。そういうのが、-Tの6対に

来たりするのかなと思います。あとは、この-

T状態を「#健康」であるとkえると、-Tの

6対は「健康」ではないかとも思います。自己

¸�ができている状態、コヒーレンスという言

葉もありますけれども、コヒーレンスあるいは

�ランスがある、マイン�フル�ス、あるがま

ま、あるいは、「今、ここ、自分」のような言葉

も、-Tの6対にくるのかなと思います。�00' 
�/05*+、ほどほどというのも、これしかない、
これじゃ�メだ、これじゃなければならないと

いうのがすごく強いこだわりになっている場

合には、-Tの6対にくるものになるのかもし

れません。 
多様な人生の�し�方を}Dします。子ども

とどのようにÓわるか、�ー�についての会話

をしたり、人とコ����ー
�ンをとるのは

すごく大事です。ス�ー
、体を使った�ー�

を�しむ。�ー��ー�をする。する�Gよく

�ー�をおしまいにする¯習をする。家事手�

いをする。料理、Òり、生き�を育てたり、�

�を育てたりするなどの「リアルな活動も�し

む」というF/が�ット�ー�-T�の対Oに

あるものなのかなと思います。 
 

�リ$�%�!19と自己80 
そしてトラウマにÓ連することで、今回皆さ

んにお�えしておきたいことの中に、神経ªか

ら精神と身体の#¸をfnする、¸�していく

ということがあります。最Ç�リ��ーガル理

Àという言葉をよく聞くかと思います。その前

に[しだけウ�ー�アッ�として、中{神経、

®を Pに見ていく見方があります。�ん中の

中心にある®SÌ分。そこは人間の身体、生理

的なÌ分をvっていく6M的なのであり、�²

Ý®だと言われる場合があります。そしてその

Hりに辺縁ª、感情や情動を7るところがあっ

て、さらに!に認知、考えて動く行動するとい

うこの Pからsり¡っているという話があ

ります。 
感情制hを自己¸�していくときにすごく

大事なのは、ある*�が5ってくると、,えば

体に何か変なÙが聞こえてきたとすると、まず

感情が「これは2Öなのかな」とまずびっくり

します。そうするとÛで「いや、これはなんと

かÙだよ」と聞こえたら、「ああそういうことか」

とÛで理ºして支援がくると、うまくU6U心

感がAりtせるということがあります。これが

大�原先生という、東&学°大学の心理の先生

がよくご¹�等でおっしゃっているものです

が、ここに支援があって、認知的サ�ートがあ

ると、人は±ち�きます。#Uに感じやすい人

は/Â者がいることによって、感情制hの自己

¸�が進むわけです。しかし、トラウマ状態に

なると、その色々な*�がÃこった時に、支援

がないという状態になり、2Ö状態がなんだか

よくわからないまま©いて、��ッ�が生じて
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しまう。それでÛも心も体も�×したような状

態になって±ち�かなくなってしまうわけで

す。こういう状態が©くと人間の体は、トラウ

マを体自身がµÓして、µdしているのではな

いかという話を最Çよく­にすると思います。

そこでÔになるのが、自Y神経のX,です。そ

れがすごくÎ¸になっています。それがこの精

神医学�心理学の世界でÃきている�ラ�イ�


フトなのかなと思います。心理的な経験と身

体的な6kは間にはÎ¸なつながりがある。そ

して心身の#¸を「神経ª」から理ºすること。

�に、自Y神経にというものをター�ットにし

て、³Lしていくと、そのお子さんにÃこって

いることがよく見えてくるということがあり

ます。�にトラウマ体験をしたお子さんにÓし

ては、トラウマ体験がもたらす自Y神経ªの6

kに�¥して、その¸�をMることでトラウマ

からの回\を¥yすということです。私もトラ

ウマ治療の�治医として学びましたが、�マテ

�ッ��
ス�リ�ン
ングといった手法も

あります。 
これは �4(1+(/ P02*(3 という方が�リ��ー

ガル理Àという、多ÎË走神経理Àというもの

をご発表されました。����aに発表された自Y
神経のÐ�6kにÓする新しい理Àです。 
自Y神経は、:9や]�、�化、代º、体�

¸£など様々な#×oのÌ分、人間の7$の�

Nを`常的に/つ�メ�スタ
スをª持する

た�のÎ¸な神経ªであると言われています。

Z来は、�感神経と+�感神経という 	つを見
ることが多かったのですが、この P0(*(3 は、�
感神経の中でもそれを代表するË走神経とい

うものに発生学的に 	つのª¨のものがあると
見出しました。どのようなことかというと、自

Y神経には�感神経、+�感神経がありますが、

�感神経はÕ�逃�6kとよく言われる、いわ

ゆるア�セルで、興奮したり運動したりそうい

う時に発動されるものです。一方で、U心リラ

ッ�スの+�感神経、その中でも古いª¨の背

$Ë走神経ªというのは、いわゆる_�レー


で、2Ö状態に出くわした時に
ャット�ウン

して凍り(かせてしまいます。つまり、�×を

する時とかには、この背$Ë走神経という古い

ª¨のものが使われているのではないのかと

言われています。そしてÉに、腹$Ë走神経と

いうのが発生学的に新しいª¨のË走神経、+

�感神経を7っており、ア�セルと�レー
の

両方の4きをしていて、気持ちを±ち�かせる

時に4きます。人とのÓわりの中で育つ、社会

�流
ステ�を担っているのは、この新しいª

¨の方の神経ª、腹$Ë走神経と言われていま

す。 
Windows of tolerance=5/の3> 

",/'073 0) 40-(2$/&(、耐性の窓というものが
あります。神経の覚醒度合いが!に行けば行く

ほど、Þくなっていく時に、先ほど言った一人

でリラッ�スするといった、過小覚醒、一¡下

のゾーンですが、一¡本eは¯いのは耐性の窓

と:ばれる、誰かと一®にいて腹$Ë走神経ª

が優!になっていて、覚醒度がほどほどÞい、

でもÞす�ないそういう神経ªです。そして、

その!に行くと、�91(2 $2053$-という状態にな
って、�感神経優!になります。その!に行く

とレッ�ゾーンです。ここの神経ªが実はその

背$Ë走神経、つまり、下に±ちてしまいます。

そのた�、!に線が行ってしまうと。すとんと

±ちて、
ャット�ウンした後に気がついたら、

o»をAりtしたら、なんか自分が一人でぼー

っとしていたということを経験する人もいま

す。 

 

図：耐性の窓��indow� o
 tolerance� 
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大事なのはこの�ん中の�のグリーンゾー

ンです。この ",/'073 0) 40-(2$/&(のここで人が
�流していくことによって広がっていく、この

最Ðな覚醒状態の耐性の窓というところを、

様々な野外教育、ア�テ�ビテ�を使って広げ

ていくことがすごくÎ¸ではないのかなと思

います。 
自Y神経ªの¸�にXに¡つもの、それは、

自Y神経を色々な形で¸�することができる

ものですが、一¡よく聞くのは:9です。それ

から、Ó£を8�た様々な�ー�メント、動き

です。そしてタッ�です。これセルフタッ�も

8�て、すごく��フルな自Y神経ªの¸�に

Xに¡つ
ールになります。マッサージも非常

に¯いです。そして、人のT@というÓ.性と

いうものも非常に自己¸�、自Y神経ªの¸�

にXに¡ちます。表情や話し方、体の表�もそ

のXに¡ちます。そして[しÙを出す、1を出

すというのはすごく大事で、マントラや�ーÙ、

lをlうというものも、自Y神経の¸�に非常

にXに¡ちます。�Gのいい人はよくÝ*とか

でlったりしていますが、こういう人は自己¸

�ができているんだなと思います。社会性はと

もかく、自己¸�はできていると思います。そ

してÙ�を�いたり、色々な映%を見たり、そ

して N$452(、大自�というものは本eにすごく
a�な自Y神経ªの¸�のすごい、最大の
ー

ルと言ってもいいのかなと思います。 
Ûと心と体。今まではトッ��ウンで、Ûか

ら「こういう�うに考えればいいんです」とい

う認知行動療法を中心に、考えることで、考え

方を変えれば人生が変わると思われていまし

たが、なかなかそうは行かないことは実Êに多

いです。Çaのものは、�ト�アッ�です。感

情を変えていく。あるいは体を変えていく。そ

ういうことをしていくことによって、両方、%

方からのトッ��ウンと�ト�アッ�の¸�

をしていくことによって、Ûと心と体の¸�が

!手くつき、そこに援<者が#B�だというこ

とになります。 

 
�"��ク����#��%の19 
そして、野外教育で広がる子どもたちの未来

�
ャン�セラ
ー�ということで[し話を

します。�ロジ��トア��ン�ャー、皆さん

ごT知の考え方があります。これが、私が言う

ア��ン�ャーセラ
ー、ア��ン�ャー教育

になります。ア��ン�ャーは、ごT知の方も

多いかもしれませんが、�'6(/4、�来、新しい
ものが生まれてくることを �'6(/4と言います。
!(/452(はリス�を·ってZ�ていくこと。つま
り、ア��ン�ャーセラ
ーのア��ン�ャー

は、2Öを生かすことではなく、新しいことに

�ャレンジして、新しく生まれ変わった自分を

½え5れていくといったo味があるんだとい

う話があります。レッ
�ア��ン�ャーとい

うことで、自分自身の持つ様々な/J³D、で

きない、�理だ、わからない、Ù�だ、などの

sÑをさまたげているo»や気持ちのoを「も

しかするとできるかも」「とりあえずやって�

よう」というように、Nち�っていくことがす

ごく大事であるということです。心のア��ン

�ャーはいつでもできます。 
フル��リ�ー�コントラ�トÜ�!�Ýは、

¦�のZÎです。お�いにその�Nの中で居心

地よく、ZÎされた状態でそこにいるj¸があ

る。そこを大(にしていくことです。ZÎして

�いを認�合う。心と体のU6にお�いに配K

していくということです。いわゆる、知»とし

てではなく、実感として他者�の思いやりや&

感する;をこの中で育てていきます。 
�ー�アの気持ちをCれないようにという

ことです。 
�ャレンジ��イ���イスという言葉もあ

りますが、o思�Jには様々なレ�ルの�ャレ

ンジがあるということです。,えば運動会で言

えば、運動会に参加する、�Oに参加する場合

もあるし、テントで見学という参加の仕方もあ

るし、ち�っと×れたところで�¢から�ると

いう参加の仕方もあります。あるいは、ビデ�
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を見て、その中でÜdっているなっていうのを

見て、運動会を�しむというか、運動会を経験

するというそういう経験の仕方があります。�

ャレンジをしないということではなく、どうレ

�ルを±として�ャレンジするのかというこ

とを考えるといいのかなと思っています。その

ÊÎ¸なのが、子どものo思をZÎすること、

参加を強¸しないことです。�ャレンジを心地

よくするた�の�N�3やz3がとても大事

になります。 
o»とス
ル、そのやりたいなという気持ち

もない、ス
ルもないという状態になるとでき

ませんが、ち�っとやって�てもいいかなとい

うo»がまず変わって、でもまだス
ルがない。

ここに�ャレンジをどんどんステッ�アッ�

してサ�ートしていくo»をさせていくのが

援<です。#B�だなんて ,.1033,%-( ではなく
て、�;. 1033,%-(できるんだを作っていくことが、
何よりも大事です。 

��:0/(とよく言います。コンフ�ートゾーン
です。あのU6地Rと:ばれる、居心地がいい

場u。そこにいると居心地はいいんだけれども、

人間としてsÑはない。そのHりをAり?いて

いる未知や´やストレスや��ッ�や#Uや

FE、ここに�ッジ�ー�を加えてこの�びし

ろに4きかけて、そして何かを達sした時に出

てくるsÑ、�ャレンジs 、何かをやり¿げ

てÜdってsÑしたねとすると、コンフ�ート

ゾーンが広くなって、また新しい未知のゾーン、

ストレッ�ゾーンが出てくるわけです。 
 

7-,�<�(�)2� +;の紹介 
そして残りの時間で、Öけ¹になりますが、

[しこの理Àを0に、私がÓわってきた実践を

ち�っとだけお話したいと思います。 
東日本大Ì災、�>$Ì¶Ëそれから、広=

の¶Ë災害、それから熊本地Ìの災害©災©害

の子どもたちのS待
ャン�ということで、熊

本の #���、それから先ほどもありました、
���� 学会の人道支援�ログラ�の�ログラ

�担e6+をしているので、そこでこの事業に

Óわることになりました。	��	aからされてい
て、この事業に私自身が参加したのは 
回¥の
	���aです。実Êに災害に©災した子どもたち
と、そのË難している/Â者の方をサ�ートす

る #��� スタッフや�レイ�という�ランテ
�ア-体や、��ター、心理士が参加していま

す。�どりの東$元気
ャン�という、�\な

メン�ーが 	���aから合流していたのですが、
	�	�aからは残Dながら、�時�では開�が中
止、U�になっています。 
この
ャン�の中で何をしているかという

と、#Uの�b、トラウマの心理教育と�アで

す。これを子どもさん、/Â者さんにそんなに

きちっとしたものではありませんが、�o»に、

本人たちGられないように実はトラウマの心

理教育をおこなっております。そういった私た

ち��ターが、/Â者の方のカウンセリングを

この
ャン�の間に �時間ぐらいとって、最Ç
の様子とか色々な話を聞くわけです。それから、

人といるU心感をこの
ャン�の中ではÎ¸

«しています。そして、自�の中でもJ!(け、

「今、ここ、自分」にtること、¥の前にある

ものはちゃんと向き合えるようになることや、

様々な新しいア�テ�ビテ�を体験して、サ�

イ�ルス
ルを身につけて、本eに生きhくん

だということ学べるようにして、セルフ�アの

方法とか様々を教えています。そして様々な、

神経ªの体験��体験をします。びっくりして

�
�
して動Hがするような経験をした、そ

のような災害の経験があるとしたら、Eじびっ

くりしたのを何か�しいびっくりに変えてい

く。そして、±ち�くという体験をCれてしま

っているお子さんに、この
ャン�に来てゆっ

たりと±ち�くという経験をしてもらったり

しています。�ャレンジ��イ���イス、そ

して、様々なリ�ース、色々な人に出会える経

験があります。色々な一つの出会いを、後でも

[しお�えします。そして、©災児を対µとし

た
ャン�の場合は、_Âお9れをしなければ
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いけない、自分がJれ親しんできた場uや大(

なものとお9れをしなければいけないという

「お9れが_にÃこることによる#U感」があ

りますが、この
ャン�はそういったo味では

ちゃんとお9れをして、�ロージングをして、

�に�がっていくということが�iです。「
&.
のMI」という言葉をこの
ャン�の中ではよ

く言っていますが、±ちそうな人を 
&.×れた
ところから、±ちないようにいつ±ちてもいい

ようにサ�ートはしてるが、6�手を出さない

という援<のYÒ家が多い集-ですので、そう

いう中でsし得る
ャン�の5Oがあるのか

なと思っております。 
;&のすごくÞい�ル�リングというので

し�うか、そこに�んなで行って¤ったことも

あるし、参!�代の道にお水をq�に行ったと

か、それから色々な�しい�ッ
ング体験をし

て±味しいものを食べたり、
ャン�フ
イ


ーを.んで�んなでÀんだり�しんで�たり、 
Æ§の};の,}レ�ルがÞい時に、�んな

で新聞�を合わせて、};になる�たいなÀび

をして、大�れで、でも子どもたち大Jび�た

いで、このようなア�テ�ビテ�をやったり、

あるいは、Æ§の学°+の方が、カルデラがど

のようにできたのかというのを、�h�や小Ù

�、Ý£を使って、Ý£を�ンっと,ると、そ

れが今のÆ§;の形になりますよということ

を実践してこどもたちもすごいなと見たり、あ

るいは、マザーテレサの元に行って神�になら

れた�g神�のご¹�とか、そういう人とつな

がっていくことができたりするところが�し

いところです。 
#Uな気持ちは、�Wすることがあります。

グルー�で
ャン�を過ごしますが、様々なa

代のお子さんのうち、あるグルー�の女の子 	
人が�ÕをtいてQ)していた。その時に、グ

ルー�のリー�ーの¥い�ランテ�アの男性

の方も、� mの時に��ーに�って、Eかった
ので、本人も�りたくないと言っているという

出来事がありました。私は「この
ャン�の中

で、おÕさんに�るということは、小さい方に

とっては 輪»�たいなもんだよ」と言ったり、

「カウ�ーイ�たいでかっこいいし」と言った

り、両$*�Ü�,-$4(2$- �4,.5-$4,0/Ýを加えまし
た。また、
ャン�のリー�ーである精神科医

の�c先生が、背中にタッ
ングをして「本e

に優しい¥だよ」というのを見せて、言って�

て、認知の��¼�をされました。 
そして、�ャレンジ��イ���イスです。

¦O、その子たちはÕに�りたくないけれども、

Õの後ろを一®に�こうということをしたり、

�いてだったらいけるというのを経験しまし

た。最後の�ロージングでは、�んなで�をつ

ないでいて、それを(って、その子の
ャン�

に参加したという思い出を、家に持ち@る。そ

してこれが何本も持っているお子さんもいて、

ここに出た°だということです。�タフライ�

グをして、�ロージングする。これが、先ほど

の紹介にもあった「あそぼう
ャン�」です。 
他にもいろいろな
ャン�がありますが、ち

�っと時間のÓ.で¤1に²^します。 
「心の�れあい
ャン�」これは#¤��向

で発達障がいの子どもたちの
ャン�で、	��

aから 	��� aで行われ、大分県の#¤�の対
�事業としてのものです。この中では、発達障

がいの子さんたちに合わせた様々な配Kとか、

援<をしました。±しくは今日お�えしません

が、配^した資料の中に、この資料も5ってい

るかなと思います。こういう�れあい
ャン�

ということで、いい経験をさせてもらいました。 
これは支援の実,ですが、この女の子がどう

しても参加したくないということで、Rねてい

ました。それでフラフー�があったので、私が

さっきの��の感じで、�いていきました。そ

したら、この子もoMを感じて前に進�始�ま

した。�
�
しながら前に進�始�ました。

そして最�的にはJんで、�んながおÒつきを

していたところに参加ができたという場Ùで

す。一言も「参加しようよ」とは言わずに、参

加することもできるんです。それは�ー�アと
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かÀびとか、ゆるい�Nの中でできるなのかな

と思います。 
もう一つの事業としては、マイン���スト


ャン�があります。これは、	���aから 	���
aに行い、文Ì科学�6®事業のÎ[a教育施

設を�いた�ット対�}進事業ということで、

県7に�む�ット-T状態にあるお子さんた

ちをおSきして行った
ャン�です。 
これも心の中には先ほど言ったような、�リ

��ーガル理Àとか、そういったものを�く5

れているような
ャン�になります。支援で�

oしたことは、�ット��ー�の世界からhけ

ること。そして、そのた�に様々なことを�し

む;を回\させていこう。自己¸�;を育もう。

Gなことを.い¼�るぐらいになろう。そして、

色々な人につながっていくこと。健6な生活を

�える、
ャン�の中に思い出そうというよう

なことをしました。 
心理教育も行いました。-T�とは何なのか

という¹�を私がします。�んな¦化さずに、

「��、そうなんだ」とか言いながら聞いてく

れます。この神経ªの話は食いついてくれまし

た。 
そしてですね ��!Ü自Y神経��Ýという、

自Y神経を
ャン�の�レ、�スト、
ャン�

前後で�って¸べて�たところ、� 人の中で実
Êに6Ì参加できたのは、その中の 
人ぐらい
でしたが、その中のÞ人ぐらいで、�レと�ス

トで、自己¸�、��!のア�レージコヒーレン
スがY<したというのがありました。そして、


ャン�に行ってる子たちに、「�ルンですÛ」

というカメラがありますけど、
ャン�の中で

このカメラをxして、�んなその
ャン�の間

に自分の思い出の �dを、あの何dでもいいん
だけど、Xっておこうと。それを
ャン�が�

わって、`くしてアフターセッ
�ン�たいな

形で¸り出して、�んなで見る�会があったり

しました。これはこれで�しくて、皆さん「何

でこれをXってるのß」とか言って、あのしつ

こくÕばっかりXっていたりそういうものも

ありました。 
�ー��ー�もよかったです。�ー��ー�

でÀ�ものを�しいということに皆さん気�

いたんじゃないのかと思います。 
"�を作ったり、ロ
アンルーレット大�も

しました。大�の中に5っているものが、ち�

っとÏうといった、�����
�
の体験で

す。何が5ってるか¥を�って�んなで食べて

�ようと言って、�ロル��コとか、いろいろ

な�が5ってたりしますが。 
実Êに�<県
ャン�?会元会Ñの大�先

生にO術y:をしていただいて、サ�イ�ル�

ッ
ングもしています。災害時にどうやって生

きていけばいいか、水が大(だしuうものもな

いし、こうやって¸理ができるということを

色々経験するた�に、こういうラン�を#んで

��をUてるだけにしたりとか、あるいは×を

Tく経験とかしたことがないお子さんたちが、

お×をその場でTくという体験もしました。 
また東洋医学の体験もしています。je�と

いう、_かく、体がち�っと�カ�カするもの

があります。 
これはメーカーによって6�Ïうのと、�じ

¶でまた6�Ïいます。それを体験して�よう

ということをしました。非常に子どもたちはJ

んで、「え��」とか「#味い�」とか言いなが

ら、¦O�んなÑ�ました。あるいはÅ~の体

験をして�てもらったりしました。 
それから、�ースセラ
ーです。そして、y

原[�したり。その中で、Ífを	
	
とº

�し�ていくなどの体験とかもできました。 
²Aりに行ったり、�ラッ��ッ�スの中身

が何でし�うというような、あの�
�
する

経験、「�
�
するね�」と言いながら�んな

�しんで触っていました。 
Øの­を触りながら、「なんだこれ�」という

感じとか、そういうÙ�いことを色々体験して

もらいました。�イ�ャービン�などそういっ

たことも行いました。テレビOが来てくれたり

もしました。そしてこの
ャン�のスローガン

98



0�!-���������の#$� �.��
4
��医療����

 

 �� 

を考えて�ようということをしたり、2を、思

い出をつなげて、それ�れのイメージに向かっ

ていきまし�うというようなこともしました。 
今やってることのその©きというのが、私が

この 	�	� aからやっているこのÕ\のÍとい
うところでの事業になります。私のÓわってい

く
ャン�事業その©きということです。½L

8の中でできる医療なんてÈられて、½L8を

「Ðび出す医療」をしていきたいという中で、

うちでよくするのは「�ライ�スルー½L」と

言って、»からÇりたくないという時に、私が

�Óに出て、ち�うどもともとの
ャン�場と

その9s施設があるような�Nなので、�テル

�たいな感じです。フロントの前に�Óがあっ

て、そこに\iが出ています。その下に»を止

�れば|れずにwむので、そこまで行って、「�

ライ�スルー½L」をしています。コロナの中

で、あの非常にÎ7したというか、私がフ
ー

ストフー��たいに、「いらっしゃいませ。ご�

文はß」という感じで行って聞けば¯い¯で、

そのように外に出て½Lするような場合もあ

りましたし、実Êにコロナの�いがあるからと

いうお子さんの場合は、本eに外で、アウト�

アで½Lする。でもその中にこう五感を感じて、

「今、ここ、自分」を感じることができてよか

ったりしました。先ほど言った·�の下を�き

ながら、·の¤のÔりÇり�いでくる、·の¤

の
ャ�ーをvびながらウ�ー
ングして、½

Lするっていいよねということを、トラウマを

xえてº×�状がある¹の�い男の子とAり

­んで�ました。それから·�の·の�を�え

たり、À�道に行ったり、いただいたひまわり

の�を�えて、それを³Lするようなことを今

実験的に行っています。このような感じの½L

8です。½L8自体があまり½L8�くありま

せん。����に使う �9(�&$/ �(-58(という�k
が�いています。この��はち�うどさっき言

った�ライ�スルー½Lをするところです。こ

の下に»が止まっていくわけです。もともと�

r(きの�テルだったので、�rをどう活かす

かという話がありましたが、とてもそのÓ7の

�rを使うことは難しいと思ったので、男�と

女�の間を�ル�リングに変えてしまって、感

覚¨合療法のÌ\に変えてしまいました。子ど

もたちは大好きです。あのもうここに来たら�

んなあの�rに5るようにこの � � 8、感覚¨
合のÌ\に行きます。Àび心が大事ですという

ことで、ち�っとおしゃれな古い�テルだった

ので、¨]Énが�もなく作られて、使われな

くなっています。使われなくなってどうしよう

かなと思って、だったら�リスマス
リーにし

てしまおうということで、一人でAをdって、

�� 時間ぐらいかかり非常に大変でした。�. ぐ
らいの�¡を �人で¡てて、今時4き方YÏと
いうことで、�+がなかなか手�ってくれない

ものですから。私が;がけでdった�リスマス


リーです。今aは本�の��のcをいただい

て、(下にありますが、これを小さいところに

�いて�ようかなと考えています。これらのÕ

\の�Nです。あの大自�¼かなところです。

ろまん�という� �	�aの古p家があって、こ
こで色々な�#とかをやっていこうかなと思

っています。本eに�Lかしい.�ªがありま

す。{画日本�話とかで出てきそうな、×の形

をしたÄをbっVけるものが未だにあります。

Ú�たいな3いfがあったり、そういう作りを

しています。大自�で、蛍はいるし、あの��

イタサン
�ウウ�というサン
�ウウ�が

絶�2惧�として生きていたり、アカ�ライ�

リとかス�メ��もでかいのがいたり、Øまで

います。こんな�Nで私は日々½Lをしている

わけです。これが·�です。·のÔりの
ャ�

ーをvびることができます。ここでAった�で

·�を�生するた�に、今·を今育てている最

中です。これのひまわりの�を来ている子ども

と一®に�えて、色々な�え方をして�ました

が、�えたのが路地�えと�ランターに�える

のでは、6�大きさがÏいました。この大きな

のと小さいのと、このぐらいの差が出て、Þさ

もÏって、�は一®なはずなのに、�Nってす
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ごく大事なんだなという�うにY�て思いま

した。こういうことを経験することで、子ども

たちが自分の�Nを¯くしていこうという�

うに思ったりします。 
そして、�!をしない、�!を作らないとい

うことです。�に�びきって、道に出てしまっ

ているひまわりを集�て¤�に�したら、もう

見た感じが�ッ�のひまわり�たいな感じで

¯いのですが、実Êに�から見たら、6Ìうな

だれてる�く(きの#�いなひまわりばかり

なのです。ところが作って�て気がついたのが、

ちっちゃい子たちが療育に来ていて、このひま

わりを下から��ると、ち�うどいい�合にこ

のひまわりがおÈ�しています。そういうのを

見ると、なんかこのようなひまわりを�!にし

ないあり方って、誰に向けて¤�は�いたらい

いのかなということを色々考えさせられた一

つの事,です。�にかけているひまわりをこの

ようにtしましたよとか、この五感を使って、

そして�覚、«覚も使って、ものすごい�っ�

なものがですね、このÕ\の自�の中にいっ�

いあるので、ち�っと外に出て�いものを
そ

うとJ!�けをするだけでも、子どもたちはす

ごく生き生きしてきます。 
味覚も大(です。c­が自生していて、あま

り言うとAられるかなと思うので、あまり言っ

ていないのですが、c­があったり、野いちご

がたくさんなっていて、ジャ�にして食べて±

味しかったです。こういうことをしてます。す

いません、時間が過�ちゃっていますが、これ

から¥yしていくことです。天�の�ラ
�タ

ではないのですが、「�にiを下ろしてÝと&

に生きよう �と&に�をÄえ"と&に�をう
たおう」です。�から×れては生きていけない、

自�から×れてやはり人間は生きていけない

ようにできているのではないかなと思います。

Y�て�ット�ー�-Tや#¤�が、これだけ

たくさん~がある中での私たちがこれからA

り­む医療っていうのは、どのようなものなの

か。「��ース�ットもいいんだけど、�ン��

メントス�ットである人間って大事ですね」と

いうことで、人による�ン��メントのÎ¸性

ということで、今このÕ\の
ャン�場、今私

�ーナーになってしまっているので、このÕ\

ヒーリングフ�レストというものをここに作

っていきたいなという�うに思っていて、学�

にも家にも居場uがないそのお子さんたちの

サー��レイス�ン��メントフ
�リー


ャン�場というようなものを作りたいと考え

ています。そこで#¤�や発達障がい、トラウ

マ、�ット��ー�-T、自Y神経C¸�とか

�Ù障害も、そして児童施設とかにいる子ども

たちもサ�ートしたいなと思い、今この�ラン

を、Î��を�いています。この中で色々なこ

とをやっていきたいと思っています。それをサ

�ートしてくれる�ランテ�アの人たちが本

eにありがたいことにたくさんいます。Õ\フ

ロンテ�アー�と:んでいます。本eにÕ\と

いうところは未知の世界で、まだ
�してない

ところに行くとなんか変な�	£�たいなも

のがあったり、多分作った���メントですが、

「何だろうこれ」と思って、あのもうち�っと

�を�ると見えてくると思いますが、こんなも

のがあったりします。あとÕ\の�を
�して

いると、�ロ�ロになった�ーさんを見つけま

した。そしたらうちの外来に来ている女の子が、

これに�\なbを�んでくれました。そして­

を
子で してくれました。このようなことを

して、Õ\の�の�生のマスコットだというこ

とで�いてあります。皆さんどう�大分でお待

ちしております。いつか、いらしてください。 
ご��ありがとうございました。
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